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金
沢
医
学
館
で
明
治
四
年
三
月
か
ら
和
蘭
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
医
学
校
軍
医
勺
・
』
シ
・
ス
ロ
イ
ス
に
よ
り
医
学
の
基
礎
学
科
と
し
て
「
植
物
学
」
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
講
義
は
藤
本
純
吉
に
よ
り
筆
記
さ
れ
て
、
講
義
録
と
し
て
現
在
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
（１）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
金
沢
大
学
自
然
科
学
系
図
書
館
（
従
来
、
金
沢
大
学
医
学
部
記
念
館
内
に
架
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
七
年
七
月に新図書館の開館により移管された。）には震三四言貝昼丙の
患、一・号ご目ｚの号『一目」・□の国］○三勺筍・扁・。シ・』・少・
○己の日自．○・悼・甸目冨少目の雪ｇ舅屋宅薮（「医学館」の
（２）
印記がある。）が架蔵されている。本書は「オーフンダの自然
史
、
全
十
二
巻
」
の
中
の
植
物
編
で
あ
り
、
図
譜
一
冊
と
そ
の
解
説
編
三
冊
よ
り
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
野
草
植
物
図
鑑
」
で
あ
り
、
四
六
四
種
の
植
物
の
彩
色
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
こ
の
ス
ロ
イ
ス
の
植
物
学
講
義
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
・
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ス
ロ
イ
ス
の
講
義
か
ら
植
物
学
講
義
と
オ
ー
デ
マ
ン
植
物
図
鑑
の
関
係
金
沢
市
板
垣
英
治
しかし、スロイスの植物学の講義は、夫人（三［臼・冒し召のの
（３）
］目の①ロ四・・已曰Ｐロ）がその草稿を書いていたとか、この植
（４）
物
図
鑑
は
夫
人
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
と
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
直
接
示
す
資
料
も
な
く
、
い
ず
れ
も
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
植
物
学
講
義
の
内
容
が
十
分
に
解
析
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。（１）
今
回
、
ス
ロ
イ
ス
の
植
物
学
の
講
義
録
と
オ
ー
デ
マ
ン
の
植
物
図
（２）
鑑の内容を比較する一」とにより、スロイスは｝」の講義のた
め
に
、
こ
の
図
鑑
を
ど
の
様
に
利
用
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
ことが出来たので記す。
ま
ず
本
図
鑑
が
一
八
六
九
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
印
記
は
金
沢
医
学
館
の
収
蔵
印
で
あ
る
「
医
学
館
」
の
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ロ
イ
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
持
っ
て
来
た
も
の
で
、
加
賀
藩
が
長
崎
で
購
入
し
た
も
の
で
は
な
い
と
推
定
される。
本
図
鑑
の
第
一
頁
の
植
物
図
は
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
植
物
図
で
始
ま
り
、
ア
ネ
モ
ネ
な
ど
が
、
そ
の
植
物
の
全
体
図
と
共
に
、
花
の
構
造
図
、
果
実
図
、
種
子
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
に
は
整
理
番
号
が
付
け
ら
れ
、
こ
の
番
号
で
解
説
書
の
相
当
す
る
番
号
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
植
物
の
学
名
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
名
と
特
徴
な
ど
の
説
明
を
検
索
で
き
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幾
つ
か
の
植
物
図
の
脇
に
は
、
手
書
き
で
「
学
名
」
と
「
オ
ラ
ン
ダ
名
」
8０
が書き加えられている。例えば、図１のアブラナ科のナズ
ナ族のものには、一つは、《切目＆弓Ｑ・』の＆ヨロ薯とあり、
もう一つには倉（忌の②冒冒ロミ＆日昌・葛とある。両者の学
名の筆跡を比較すると、前者は小さな文字であり、後者は
丁寧な文字であり、スロイス自身が書いたものと見られる
ことから、前者は夫人の筆跡であると見られる。図譜全体
を通して見ると、夫人の書いた学名が殆どで、スロィスの
書いたものは多くは無い。この文字については、大正九年
（一九一一○）五月一一十日にスロィスの子息により、このこと
が確認され次のように証明されている。
富国の一三四ｍ目〕］の目四○○一のぐの口、□の曰」の巨一のｏ冑】津のご」の
声目」の○冑】津のロ（○ずの烏のロロの曰く臼〕日】］ぐ四の『○点目】一口の
三・＆の『・】Ｐ富の】》邑二国・句・の｝二ｍご》
「この植物に書かれた学名の文字は両親の筆跡である」
（大意）
（本書図譜編の内表紙に彼により記入されている。）
彼は金沢で生まれ、オランダ南米印度艦隊司令官、四・
三の．■の『（。、国の己涛号の艦長として横浜を訪問した際に、
金沢にも訪れて、金沢医学専門学校で藤本純吉、不破鎖吉、
金子治郎らの父親の教え子と再会した。当時の様子は、北（５）
国新聞、大正九年五月一一十一日号に詳しく記されている。
ところで、藤本純吉の筆記した植物学の講義録を見ると、
例えば、』二番のチョウセンアサガオの項には（図２）、
「この種の花は白色にして、ろ－と状をなし、大なり。
その実は「ドースフリフト」にして無数の針を有す。是
四弁を以被開す。其実中黒色にして腎臓状の種子を有す。
花蓋は円柱状にして長く、其端五角に分裂す。是毒草に
して薬局に供す。」
。□・・のぐ目◎宮Ⅱす。〆守昌一》広卵形の蘋果の意
とあり、この説明は図２を元にして行ったものであること
が容易に分かる。この図には、夫人の書き入れた学名
ロミミロのゴロョ・己屋己が読み取れる。
次に講義録からキク科植物の部分「第三属複雑花植物キ
ク科」には「第一次族管花状植物」では、先ずこの族の
形態的説明があり、続いて幾つかの植物名が書かれている。
因信昌・言員弓匡亀言皿。Ⅱ寺。のび（貝』畳詞口皇』の
己の「①コミのⅡミ員①罵塾Ｐニュの己肘ｓｇの旨罫冒ョなど九種
の名前がある。因邑巳・ミヨは「是薬局に供する者にして
解熱剤なり」とあり、他のものも同様の説明がされている
（表１）。冒切の言是・のず・の密一己はオランダ名であり、和
名「フキタンポポ」である。この講義を聞いた生徒は、こ
の学名からでは、どんな植物かは理解は不可能であるが、
8１
オーデマンの図鑑の図と照合することにより、その形態を
容易に理解することができる。また、種によっては、金沢
の野原のもに似たものが生えていることに気付いたと想像
される。
表１の植物名の記載順は講義録の順であり、学名、オラ
ンダ名、和名、そしてこの図鑑での整理（掲載）番号を記
載した。その結果、講義で引用した植物はこの図鑑の記載
順に引用されていることが明らかである。この事実は、ス
ロイスはこの図鑑の植物図を記載順に説明していたことを
示している。そのために、各植物図に学名、オランダ名を
書き加えて居たのであった。図３は引用されたキク科植物
の図であり、〕謡番から＄Ｐ番のものを示した。何れも学
名の書き入れがあり、さらに幾つかには桃色のマークが付
けられている。表１の岩」番からの植物も同様に引用さ
れている。このことは、他の科の植物についても見られる。
例えば、豆科植物の場合では、霊番の三の〆の貝・宮のロの句・
Ｓｏｏ目の可昊）から』＆番の旨←耳目の官皀のロの】の巴．（ぐの｝ロー
三宮目の）までが、唇花状植物（クチビルパナ科植物）では、
弓一番の三巨三富国の冨臼．（ニロニ薄荷）から岳＠番
二日局言旨曰く巨一、日の田。（二口｝『・Ｐぐの）が引用されている。
これらはシソ科の植物であり、オルガノ、タイム、ハッカ
などのハーブが多く含まれている。
以上、スロイスが医学館で行った「植物学」の講義を、
オーデマンの植物図鑑と比較し検討を加えた。この講義で
は、特に「植物分類学」では、多くの薬用植物名を挙げて
説明していた。その植物の形態を容易に理解するために、
彼はこのオーデマンの「植物図鑑」を使用していたのであ
る。そのために夫人が、解説書からの植物の学名とオラン
ダ名の書き写しを手助けしていたのである。この様にして、
スロイスはこの「植物図鑑」を参考資料として使用してい
た。今回は、植物の構造学、生理学については触れないが、
その内容から判断すると、「夫人が講義の草稿を作った」
とする話は無理があると考えられる。それはこの講義の内
容のレベルから、若い夫人が書くことは無理と判断される
（６）
からである。
文
献Ｌスロイス口述、藤本純吉筆記「植物学」、金沢市立玉
川図書館近世史料館蔵。
２○己の日自》。・し．』・少・》三画言昌】青出巨・国の忽目
ｚａの『｝ロロニ・□の句一○国》ご○・ほ・句ロロ丙の）し曰の←のａ四日）
屋＄ご》金沢大学自然科学系図書館蔵。
8２
ａ
金
子
治
郎
、
「
母
校
の
沿
革
」
大
正
十
四
年
（
’
九
二
五
）
、
（
東
京十全会の講演記録）。
４三浦孝次、「加賀藩の秘薬、秘薬の探求とその解明」、
加賀藩の秘薬刊行会、二九六九）。
５
「
ス
ロ
イ
ス
提
督
来
る
」
、
北
国
新
聞
（
大
正
九
年
五
月
二
十
日
版）、「誕生地の香を嗅いで感慨無量のス提督」（同、二
十一日版）、マイクロフィルム、石川県立図書館蔵。
６
板
垣
英
治
、
「
オ
ー
デ
マ
ン
著
『
オ
ラ
ン
ダ
の
野
草
図
鑑
」
と
スロイスの『植物学」講義、金沢大学資料館だより、
ｚ○・四口己・』‐い（四三ｍ）．（金沢市）。
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